
(57)【要約】

【課題】炭酸飲料水を受注容器に注入する際の気泡の発

生を抑制して、気泡の発生を所定量以下に規制する。

【解決手段】抽出した炭酸飲料水を受注するための受注

容器の内部を濯ぐために使用する受注容器用濯ぎ剤とし

て、飲食に適した無機塩の希薄水溶液を被電解水とする

有隔膜電解にて生成される強アルカリ性の電解生成アル

カリ性水を採用して、当該電解生成アルカリ性水の一部

を受注容器の内面に残留させ、炭酸飲料水の注入時の受

注容器の内面と接触する界面のｐＨを中性またはアルカ

リ性側に保持して、気泡の発生を抑制する。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
抽 出 し た 炭 酸 飲 料 水 を 受 注 す る た め の 受 注 容 器 の 内 部 を 濯 ぎ 処 理 す る た め に 使 用 す る 受 注
容 器 用 濯 ぎ 剤 で あ り 、 当 該 濯 ぎ 剤 は 、 飲 食 に 適 し た 無 機 塩 の 希 薄 水 溶 液 を 被 電 解 水 と す る
有 隔 膜 電 解 に て 生 成 さ れ る 強 ア ル カ リ 性 の 電 解 生 成 ア ル カ リ 性 水 で あ る こ と を 特 徴 と す る
炭 酸 飲 料 水 の 受 注 容 器 用 洗 浄 剤 。
【 請 求 項 ２ 】
抽 出 し た 炭 酸 飲 料 水 を 受 注 す る た め の 受 注 容 器 を 洗 浄 す る 受 注 容 器 の 洗 浄 方 法 で あ り 、 汚
染 さ れ た 受 注 容 器 を 洗 浄 用 水 で 洗 浄 し 、 洗 浄 さ れ た 受 注 容 器 の 内 部 を 濯 ぎ 用 水 で 濯 ぎ 処 理
す る こ と か ら な る 受 注 容 器 の 洗 浄 方 法 で あ っ て 、 前 記 濯 ぎ 用 水 と し て 、 飲 食 に 適 し た 無 機
塩 の 希 薄 水 溶 液 を 被 電 解 水 と す る 有 隔 膜 電 解 に て 生 成 さ れ る 強 ア ル カ リ 性 の 電 解 生 成 ア ル
カ リ 性 水 を 採 用 す る こ と を 特 徴 と す る 炭 酸 飲 料 水 の 受 注 容 器 の 洗 浄 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
抽 出 し た 炭 酸 飲 料 水 を 受 注 す る た め の 受 注 容 器 を 洗 浄 す る 受 注 容 器 の 洗 浄 方 法 で あ り 、 汚
染 さ れ た 受 注 容 器 を 洗 浄 用 水 で 洗 浄 し 、 洗 浄 さ れ た 受 注 容 器 の 少 な く と も 内 部 を 殺 菌 用 水
で 殺 菌 処 理 し 、 殺 菌 処 理 さ れ た 受 注 容 器 の 内 部 を 濯 ぎ 用 水 で 濯 ぎ 処 理 す る こ と か ら な る 受
注 容 器 の 洗 浄 方 法 で あ っ て 、 前 記 殺 菌 用 水 と し て 飲 食 に 適 し た 無 機 塩 の 希 薄 水 溶 液 を 被 電
解 水 と す る 有 隔 膜 電 解 に て 生 成 さ れ る 強 酸 性 の 電 解 生 成 酸 性 水 を 採 用 し 、 か つ 、 前 記 濯 ぎ
用 水 と し て 飲 食 に 適 し た 無 機 塩 の 希 薄 水 溶 液 を 被 電 解 水 と す る 有 隔 膜 電 解 に て 生 成 さ れ る
強 ア ル カ リ 性 の 電 解 生 成 ア ル カ リ 性 水 を 採 用 す る こ と を 特 徴 と す る 炭 酸 飲 料 水 の 受 注 容 器
の 洗 浄 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 炭 酸 飲 料 水 の 受 注 容 器 用 濯 ぎ 剤 、 お よ び 、 同 受 注 容 器 を 洗 浄 す る た め の 洗 浄 方
法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
ビ ー ル や 清 涼 飲 料 水 等 の 炭 酸 飲 料 水 を グ ラ ス 等 の 受 注 容 器 に 注 入 す る と 、 炭 酸 飲 料 水 中 に
含 ま れ て い る 炭 酸 が ガ ス 化 し て 気 泡 と な っ て 発 生 し 、 発 生 し た 気 泡 は 炭 酸 飲 料 水 の 表 面 を
覆 蓋 し 、 さ ら に は 、 受 注 容 器 の 上 端 開 口 部 か ら 溢 れ 出 る こ と に な る 。 炭 酸 飲 料 水 の 注 入 時
に 発 生 す る 気 泡 は 、 受 注 容 器 に 注 入 さ れ た 炭 酸 飲 料 水 の 見 栄 え を よ く し た り そ の 味 を 保 持
す る こ と か ら 、 所 定 量 だ け は 許 容 さ れ る が 、 所 定 量 以 上 の 気 泡 の 発 生 は 、 受 注 容 器 か ら 溢
れ 出 る 気 泡 に よ る 周 囲 の 汚 染 や 、 溢 れ 出 る 気 泡 に 伴 う 炭 酸 飲 料 水 の 減 量 等 の 面 か ら 好 ま し
く な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
炭 酸 飲 料 水 を 受 注 容 器 に 注 入 す る 際 に 気 泡 が 発 生 す る 要 因 に つ い て は 、 以 下 の ４ つ の 要 因
が 知 ら れ て い る 。 す な わ ち 、 気 泡 を 発 生 さ せ る 第 １ の 要 因 は 、 炭 酸 飲 料 水 を 抽 出 す る 際 の
炭 酸 飲 料 水 に 対 す る 負 荷 圧 の 大 き な 変 動 で あ る 。 当 該 要 因 は 、 気 泡 を 発 生 さ せ る 最 も 大 き
な 要 因 で あ っ て 、 炭 酸 飲 料 水 を 受 注 容 器 に 注 入 す べ く 抽 出 す る 際 に は 負 荷 圧 が 大 き く 低 下
す る こ と は 不 可 避 で あ る 。 第 ２ の 要 因 は 、 受 注 容 器 の 内 面 の 凹 凸 形 状 で あ り 、 こ の 凹 凸 形
状 は 、 受 注 容 器 に 注 入 さ れ る 炭 酸 飲 料 水 に 衝 撃 を 与 え て 気 泡 の 発 生 を 助 長 す る 要 因 と な る
。 第 ３ の 要 因 は 、 受 注 容 器 の 内 面 の 汚 れ で あ り 、 受 注 容 器 の 内 面 に 付 着 す る 埃 や 水 垢 等 は
、 受 注 容 器 に 注 入 さ れ る 炭 酸 飲 料 水 に 衝 撃 を 与 え て 気 泡 の 発 生 を 助 長 す る 要 因 と な る 。 第
４ の 要 因 は 、 炭 酸 飲 料 水 を 受 注 容 器 に 注 入 す る 際 の 受 注 容 器 か ら 受 け る 加 温 作 用 で あ り 、
受 注 容 器 の 温 度 が 高 い 場 合 に は 気 泡 の 発 生 を 助 長 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
従 っ て 、 こ れ ら の 要 因 を 予 め 調 整 し ま た は 解 消 す れ ば 、 炭 酸 飲 料 水 を 受 注 容 器 に 注 入 す る
際 の 気 泡 の 発 生 を 抑 制 し 得 て 、 発 生 す る 気 泡 を 所 定 量 以 下 に 制 御 す る こ と が で き る 。 し か
し な が ら 、 第 １ の 要 因 で あ る 炭 酸 飲 料 水 に 対 す る 負 荷 圧 の 大 き な 変 動 は 不 可 避 の 要 因 で あ
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り 、 ま た 、 第 ２ の 要 因 で あ る 受 注 容 器 の 内 面 の 凹 凸 形 状 は 受 注 容 器 の 固 有 の 要 因 で あ っ て
、 こ れ ら の 要 因 を 調 整 し ま た は 解 消 す る こ と は で き な い 。 こ の た め 、 こ れ ら の 要 因 に つ い
て は 受 容 せ ざ る を 得 な い 。 第 ３ の 要 因 で あ る 受 注 容 器 の 内 面 の 汚 染 に つ い て は 、 受 注 容 器
の 内 面 を 十 分 の 洗 浄 す る こ と に よ っ て 解 消 で き る 要 因 で あ り 、 一 般 に 行 わ れ て い る 解 消 手
段 で あ る 。 第 ４ に 要 因 で あ る 加 温 作 用 に つ い て は 、 受 注 容 器 を 十 分 に 冷 却 し て お く こ と に
よ っ て 解 消 す る こ と が で き る 要 因 で あ り 、 一 般 に 行 わ れ て い る 解 消 手 段 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 者 等 は 、 炭 酸 飲 料 水 を 受 注 容 器 に 注 入 す る 際 に 気 泡 の 発 生 を 助 長 す る 要 因 に つ い て
さ ら に 検 討 し た 結 果 、 下 記 に 示 す 要 因 を 新 た に 見 出 し た 。 一 般 に 、 水 溶 液 が 含 有 す る 炭 酸
成 分 の 形 態 （ 炭 酸 根 ） は 、 水 溶 液 の ｐ Ｈ に 大 き く 依 存 す る 。 水 溶 液 の ｐ Ｈ と 炭 酸 根 の 形 態
の 関 係 を 示 す 図 １ を 参 照 す る と 、 水 溶 液 の ｐ Ｈ が 低 い 酸 性 領 域 で は （ Ｃ Ｏ ２ ） の 形 態 が 多
く 、 中 性 領 域 で は （ Ｈ Ｃ Ｏ ３

－ ） の 形 態 が 多 く 、 ｐ Ｈ が 高 い ア ル カ リ 領 域 で は （ Ｃ Ｏ ３
２

－ ） の 形 態 が 多 い 分 布 状 態 を 呈 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
す な わ ち 、 水 溶 液 中 の 炭 酸 根 は 、 ｐ Ｈ が ８ ． ３ で あ る 中 性 領 域 で は 全 て 重 炭 酸 イ オ ン の 形
態 で 存 在 し て い る が 、 ｐ Ｈ が 中 性 領 域 よ り ア ル カ リ 性 側 に 変 化 す る と 、 重 炭 酸 イ オ ン は 水
素 イ オ ン を 遊 離 し て 炭 酸 イ オ ン に 変 化 し 、 ま た 、 ｐ Ｈ が 中 性 領 域 よ り 酸 性 側 に 変 化 す る と
、 重 炭 酸 イ オ ン は 水 素 イ オ ン を 消 費 し て 二 酸 化 炭 素 に 変 化 す る 。 炭 酸 根 の こ の よ う な 形 態
の 変 化 の 状 態 は 、 水 溶 液 の ｐ Ｈ が 酸 性 側 に 移 行 す れ ば 、 水 溶 液 中 の 炭 酸 根 が 二 酸 化 炭 素 に
変 化 し て 、 気 泡 を 発 生 さ せ る 大 き な 要 因 に な る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
一 方 、 炭 酸 飲 料 水 で は 、 含 有 す る 炭 酸 根 が 高 い 負 荷 圧 で 二 酸 化 炭 素 の 形 態 を 呈 し て い て 、
そ の ｐ Ｈ が 約 ４ ～ ５ の 範 囲 に 維 持 さ れ て い る 。 こ の た め 、 炭 酸 飲 料 水 を 受 注 容 器 に 注 入 す
る 際 に 、 炭 酸 飲 料 水 が 受 注 容 器 の 内 面 に 接 触 す る 界 面 が 酸 性 側 に あ る と 気 泡 の 発 生 が 助 長
さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 気 泡 の 発 生 を 助 長 す る 要 因 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 本 発 明 の 目
的 は 、 こ の よ う な 気 泡 の 発 生 を 助 長 す る 要 因 を で き る か ぎ り 解 消 し て 、 炭 酸 飲 料 水 を 受 注
容 器 に 注 入 す る 際 の 気 泡 の 発 生 を 所 定 量 以 下 に 規 制 す る よ う に す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 炭 酸 飲 料 水 の 受 注 容 器 用 濯 ぎ 剤 、 お よ び 、 同 受 注 容 器 を 洗 浄 す る た め の 洗 浄 方
法 に 関 す る も の で 、 炭 酸 飲 料 水 の 受 注 容 器 の 濯 ぎ 剤 と し て 本 発 明 に 係 る 濯 ぎ 剤 を 採 用 す る
こ と に よ り 、 炭 酸 飲 料 水 を 受 注 容 器 に 注 入 す る 際 の 気 泡 の 発 生 を 所 定 量 以 下 に 規 制 し 得 る
よ う に す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
し か し て 、 本 発 明 に 係 る 炭 酸 飲 料 水 の 受 注 容 器 用 濯 ぎ 剤 は 、 飲 食 に 適 し た 無 機 塩 の 希 薄 水
溶 液 を 被 電 解 水 と す る 有 隔 膜 電 解 に て 生 成 さ れ る 強 ア ル カ リ 性 の 電 解 生 成 ア ル カ リ 性 水 で
あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 炭 酸 飲 料 水 の 受 注 容 器 の 第 １ の 洗 浄 方 法 は 、 汚 染 さ れ た 受 注 容 器 を 洗
浄 用 水 で 洗 浄 し 、 洗 浄 さ れ た 受 注 容 器 の 内 部 を 濯 ぎ 用 水 で 濯 ぎ 処 理 す る こ と か ら な る 受 注
容 器 の 洗 浄 方 法 で あ っ て 、 前 記 濯 ぎ 用 水 と し て 、 飲 食 に 適 し た 無 機 塩 の 希 薄 水 溶 液 を 被 電
解 水 と す る 有 隔 膜 電 解 に て 生 成 さ れ る 強 ア ル カ リ 性 の 電 解 生 成 ア ル カ リ 性 水 を 採 用 す る こ
と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 炭 酸 飲 料 水 の 受 注 容 器 の 第 ２ の 洗 浄 方 法 は 、 汚 染 さ れ た 受 注 容 器 を 洗
浄 用 水 で 洗 浄 し 、 洗 浄 さ れ た 受 注 容 器 の 少 な く と も 内 部 を 殺 菌 用 水 で 殺 菌 処 理 し 、 殺 菌 処
理 さ れ た 受 注 容 器 の 内 部 を 濯 ぎ 用 水 で 濯 ぎ 処 理 す る こ と か ら な る 受 注 容 器 の 洗 浄 方 法 で あ
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っ て 、 前 記 殺 菌 用 水 と し て 飲 食 に 適 し た 無 機 塩 の 希 薄 水 溶 液 を 被 電 解 水 と す る 有 隔 膜 電 解
に て 生 成 さ れ る 強 酸 性 の 電 解 生 成 酸 性 水 を 採 用 し 、 か つ 、 前 記 濯 ぎ 用 水 と し て 飲 食 に 適 し
た 無 機 塩 の 希 薄 水 溶 液 を 被 電 解 水 と す る 有 隔 膜 電 解 に て 生 成 さ れ る 強 ア ル カ リ 性 の 電 解 生
成 ア ル カ リ 性 水 を 採 用 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 作 用 ・ 効 果 】
本 発 明 に 係 る 濯 ぎ 剤 は 、 無 機 塩 の 希 薄 水 溶 液 を 被 電 解 水 と す る 有 隔 膜 電 解 に て 生 成 さ れ る
強 ア ル カ リ 性 の 電 解 生 成 ア ル カ リ 性 水 で あ っ て 、 受 注 容 器 の 内 面 を 当 該 濯 ぎ 剤 で 濯 ぎ 処 理
し た 場 合 に は 、 受 注 容 器 の 内 面 に 強 ア ル カ リ 性 水 が 残 留 す る 。 こ の た め 、 内 面 に 強 ア ル カ
リ 性 水 が 残 留 し て い る 受 注 容 器 に 、 抽 出 さ れ た 炭 酸 飲 料 水 を 注 入 す る 際 に は 、 炭 酸 飲 料 水
が 受 注 容 器 の 内 面 に 接 触 す る 界 面 は ア ル カ リ 性 側 に あ っ て 、 炭 酸 飲 料 水 か ら の 気 泡 の 発 生
を 大 幅 に 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 受 注 容 器 の 洗 浄 方 法 は 、 洗 浄 の 一 処 理 で あ る 濯 ぎ 処 理 用 の 処 理 剤 と し
て 、 無 機 塩 の 希 薄 水 溶 液 を 被 電 解 水 と す る 有 隔 膜 電 解 に て 生 成 さ れ る 強 ア ル カ リ 性 の 電 解
生 成 ア ル カ リ 性 水 を 使 用 す る も で あ る 。 こ の た め 、 当 該 洗 浄 方 法 を 採 れ ば 、 洗 浄 後 の 受 注
容 器 の 内 面 に は 強 ア ル カ リ 性 水 が 残 留 す る 。 こ の た め 、 内 面 に 強 ア ル カ リ 性 水 が 残 留 し て
い る 受 注 容 器 に 、 抽 出 さ れ た 炭 酸 飲 料 水 を 注 入 す る 際 に は 、 炭 酸 飲 料 水 が 受 注 容 器 の 内 面
に 接 触 す る 界 面 は ア ル カ リ 性 側 に あ っ て 、 炭 酸 飲 料 水 か ら の 気 泡 の 発 生 を 大 幅 に 抑 制 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 は 、 炭 酸 飲 料 水 の 受 注 容 器 用 濯 ぎ 剤 、 同 受 注 容 器 の 洗 浄 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
本 発 明 に 係 る 濯 ぎ 剤 は 、 無 機 塩 の 希 薄 水 溶 液 を 被 電 解 水 と す る 有 隔 膜 電 解 に て 生 成 さ れ る
強 ア ル カ リ 性 の 電 解 生 成 ア ル カ リ 性 水 で あ り 、 ま た 、 本 発 明 に 係 る 洗 浄 方 法 は 、 炭 酸 飲 料
水 の 受 注 容 器 を 洗 浄 す る 方 法 で あ っ て 、 洗 浄 の 一 処 理 で あ る 濯 ぎ 処 理 に 使 用 す る 処 理 剤 と
し て 、 本 発 明 に 係 る 濯 ぎ 剤 を 採 用 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 に 係 る 洗 浄 方 法 の 一 実 施 形 態 （ 第 １ の 洗 浄 方 法 ） は 、 汚 染 さ れ た 受 注 容 器 を 洗 浄 用
水 で 洗 浄 し 、 洗 浄 さ れ た 受 注 容 器 の 内 部 を 濯 ぎ 用 水 で 濯 ぎ 処 理 す る こ と か ら な る 受 注 容 器
の 洗 浄 方 法 で あ っ て 、 濯 ぎ 用 水 と し て 本 発 明 に 係 る 濯 ぎ 剤 を 採 用 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 洗 浄 方 法 の 他 の 一 実 施 形 態 （ 第 ２ の 洗 浄 方 法 ） は 、 汚 染 さ れ た 受 注 容
器 を 洗 浄 用 水 で 洗 浄 し 、 洗 浄 さ れ た 受 注 容 器 の 少 な く と も 内 部 を 殺 菌 用 水 で 殺 菌 処 理 し 、
殺 菌 処 理 さ れ た 受 注 容 器 の 内 部 を 濯 ぎ 用 水 で 濯 ぎ 処 理 す る こ と か ら な る 受 注 容 器 の 洗 浄 方
法 で あ っ て 、 殺 菌 用 水 と し て 飲 食 に 適 し た 無 機 塩 の 希 薄 水 溶 液 を 被 電 解 水 と す る 有 隔 膜 電
解 に て 生 成 さ れ る 強 酸 性 の 電 解 生 成 酸 性 水 を 採 用 し 、 か つ 、 濯 ぎ 用 水 と し て 本 発 明 に 係 る
濯 ぎ 剤 を 採 用 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
し か し て 、 本 発 明 に 係 る 濯 ぎ 剤 は 、 塩 化 ナ ト リ ウ ム を 主 要 成 分 と す る 食 塩 や 塩 化 カ リ ウ ム
等 の 無 機 塩 の 希 薄 水 溶 液 を 被 電 解 水 と す る も の で あ る 。 当 該 濯 ぎ 剤 は 、 当 該 被 電 解 水 を 有
隔 膜 電 解 し て 生 成 さ れ る 強 ア ル カ リ 性 の 電 解 生 成 ア ル カ リ 性 水 で あ る 。 当 該 電 解 生 成 ア ル
カ リ 性 水 は 、 有 隔 膜 電 解 槽 の 陰 極 室 で 生 成 さ れ る も の で あ っ て 、 当 該 有 隔 膜 電 解 で は 同 時
に 、 有 隔 膜 電 解 槽 の 陽 極 室 で 強 酸 性 の 電 解 生 成 酸 性 水 が 生 成 さ れ る 。 当 該 電 解 生 成 酸 性 水
は 、 本 発 明 に 係 る 第 ２ の 洗 浄 方 法 に お け る 殺 菌 用 水 で あ る 殺 菌 剤 と し て 使 用 す る 。 本 発 明
に 係 る 濯 ぎ 剤 は 、 強 ア ル カ リ 性 の 電 解 生 成 ア ル カ リ 性 水 で あ る が 、 好 ま し く は ｐ Ｈ が １ １
． ０ 以 上 の も の で あ る 。 ま た 、 殺 菌 剤 は 強 酸 性 の 電 解 生 成 酸 性 水 で あ る が 、 好 ま し く は ｐ
Ｈ が ３ ． ０ 以 下 の も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 に 係 る 洗 浄 方 法 を 採 用 し て 洗 浄 す る 受 注 容 器 と し て は 、 例 え ば 、 ビ ー ル ジ ョ ッ キ 、
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グ ラ ス 、 陶 磁 器 製 コ ッ プ 等 を 挙 げ る こ と が で き 、 こ れ ら の 受 注 容 器 を 使 用 す る 際 に は 、 容
器 の 内 面 に 濯 ぎ 剤 で あ る 強 ア リ カ リ 性 の 電 解 生 成 ア ル カ リ 性 水 が 残 留 し て い る こ と が 必 要
で あ り 、 当 該 電 解 生 成 ア ル カ リ 性 水 が 水 滴 と し て 残 留 し て い る こ と が 好 ま し い 。 受 注 容 器
に つ い て は 、 使 用 す る ま で の 間 、 当 該 電 解 生 成 ア ル カ リ 性 水 が 水 滴 と し て 残 留 し て い る 状
態 で 、 ジ ョ ッ キ ク ー ラ 等 の 冷 却 器 に て 冷 却 し て 保 存 す る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 に 係 る 濯 ぎ 剤 、 お よ び 、 当 該 濯 ぎ 剤 を 使 用 す る 洗 浄 方 法 で は 、 受 注 容 器 を 濯 ぎ 処 理
す る こ と に よ っ て 残 留 す る 電 解 生 成 ア ル カ リ 性 水 の 強 ア ル カ リ 性 を 有 効 に 利 用 し て 、 抽 出
さ れ た 炭 酸 飲 料 水 の 受 注 容 器 へ の 注 入 時 の 気 泡 の 発 生 を 大 き く 抑 制 す る も の で あ る が 、 本
発 明 に 係 る 第 １ ， 第 ２ の 洗 浄 方 法 に よ れ ば 、 受 注 容 器 の 濯 ぎ 処 理 に 先 立 つ 洗 浄 処 理 に よ る
汚 染 の 除 去 に よ っ て 、 炭 酸 飲 料 水 の 受 注 容 器 へ の 注 入 時 の 気 泡 の 発 生 要 因 を 解 消 す る こ と
が で き る 。 ま た 、 本 発 明 に 係 る 第 ２ の 洗 浄 方 法 に よ れ ば 、 受 注 容 器 の 濯 ぎ 処 理 に 先 立 つ 殺
菌 処 理 に よ っ て 、 一 層 の 衛 生 管 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 水 溶 液 中 の 炭 酸 根 の 形 態 と ｐ Ｈ の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
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